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A. 調達物品の内訳

1.5T 磁気共鳴断層撮影装置 一式

1 一式

2 一式

3 一式

4

B 基本的要求要件

1

2

3 設置、調整、現有機の撤去

3-1 当センター病院棟1階に設置すること。設置にあたり建物免震部重量計算を行うこと、必要に
応じて補強工事を実施すること。

3-2 現有機（付属品を含む）の撤去、搬出及び導入装置の設置、関連機器の搬入、備え付けに必要
な電気工事やその他付帯工事について落札業者の負担において責任をもって行うこと。

3-3 搬出、設置に際し必要な養生を行うこと。又建物及び物品に損害を生じた場合は、落札業者が
当センターへ報告し、自己の責任と負担のもとに原状回復を行うこと。

3-4 本装置を設置・稼働するために必要なシールド工事を実施すること。

3-5 検査室の内装工事を実施すること。

3-6 検査室・前室の照明器具更新工事を実施すること。

3-7 電源は、当センター内の電源状態において設置対応すること。また、現状設備の規格以外の場
合は、周辺機器も含め対処すること。これらに掛かる費用は落札業者が負担すること。

3-8 本装置を設置・稼働するために必要なチラー設備・空調設備工事を実施すること。

3-9 導入に伴うすべての工程において患者の安全及びプライバシーに十分に注意し作業を行うこ
と。また、診療業務に支障がなく、病院側の負担が発生しないこと。

3-10 廃材などについては、関係法令に反することなく適正に廃棄処分若しくはリユース・リサイク
ルし、必要に応じてマニュフェスト、引取証明書等を提出(原本、写しを問わず)すること。な
お、廃棄物に含まれる記憶媒体は情報の読み出しを行えないよう適切に処理し撤去すること。

3-11 導入装置に伴う必要な付帯工事、室内工事、改修工事、移設工事については既存設備（検査
室、操作室、機械室等の天井、壁、床、空調設備、給排水、配管、配線ネットワーク配線等）
を事前に十分調査を行い、当センター担当者と協議した上で施工すること。また、これらに掛
かる費用は落札業者が負担すること。

3-12 本調達物品が有効に稼動するための調整について、落札業者の負担により責任をもって行うこ
と。

3-13 受入れ試験を行い、報告書を電子データ及び紙媒体で当センターへ提出すること。

4 工程管理

4-1 現有機（付属品を含む）の撤去、搬出、廃棄及び導入装置の設置、関連機器の搬入、備え付け
に際しては、診療業務の妨げにならないように当センターの担当者と調整をすること。年末年
始を活用した工事作業日程、時間帯、方法等を決め工事工程表を作成し、放射線診断技術科、
関係各所に提出の上、滞りなく行うこと。なお、装置の停止期間は40日程度で見込むこと。

4-2 装置又は付属品に必要なLANの数や使用電源などを事前に報告、調整すること。また、工事や
設備備品に係るすべてについて落札業者が当センター担当者、関係各社との調整役となり日程
調整、備品調整を行うこと。

本件調達物品に係わる性能、機能及び技術等（以下「性能等」）の要求要件（以下「技術的要件」）は、
次項Cに示す。

神奈川県立がんセンター（以下「当センター」）において、業務に滞りなく使用可能なこと。
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1.5T 磁気共鳴断層撮影装置システム

付属周辺機器、関連物品

ネットワークシステム

その他



4-3 工事工程表は契約締結後一週間以内に当センター放射線診断技術科、関係各所に提出するこ
と。工事着工一か月前までに工程を確認する会合を、放射線診断技術科と行うこと。また計画
策定にあたっては、当センター関係者と事前に十分協議の上決定すること。

5 医療機器安全使用に関する研修・研修記録及び実施報告

5-1 関連法規及び当センターのマニュアルに則り、医療機器安全使用のための導入時研修を実施す
ること。その実施に関する日程調整や回数については、当センター担当者と協議し決定するこ
と。5-2 当センターが必要と認めたときは随時追加の取扱い説明、研修を行うこと。

5-3 導入装置の日本語による取扱説明書、技術解説書を有すること。それぞれ電子データ及び紙媒
体で当センターの必要とする部数提供すること。また当センターが必要だと認めた内容につい
ては追加で作成し、提供すること。

6 保守点検体制

6-1 導入装置が正常に動作するように、検収後から1年間は無償にて保証、定期点検・調整及び故
障修理等を随時行うこと。

6-2 項目6-1の期間内において、導入装置及び付属周辺機器、ソフトウエア等のアップグレードが
発生した場合は実施すること。

6-3 導入装置に必要な消耗品及び故障等の部品について、供給が確保されていること。

6-4 システム障害発生時は常時24時間通報を受ける体制を有すること。

6-5 リモートメンテナンスでの遠隔保守管理、故障診断を行うことが可能であり、必要な設備を整
備し落札者が費用を負担し設置すること。

6-6 最善の状態を保つための定期的な点検と迅速な修理ができ、専属の点検技術者が保守点検を行
うこと。

6-7 装置導入後は、メインコンソール、ホストコンピュータシステム、およびリコンストラク
ター、ソフトウエアバージョンアップを製造元指示により適宜実施すること。

6-8 入札機器の保守管理は付属周辺機器も含め本調達落札者が一括して行うこと。また、定期点検
内容の一覧を作成し提出すること。また、保守契約の内容及び契約費用等について、参考見積
書及び保守内容説明書を電子データ及び紙媒体で当センターが必要とする部数提出すること。

6-9 導入装置の運用に必要となる日本語版各種簡易対応マニュアル等を作成し備えること。また、
マニュアルを紙媒体及び電子データで提供すること。

C. 調達物品に備えるべき技術的要件

１

1-1

1-1-1 マグネット形式は、超電導方式で静磁場強度は1.5Tであること。

1-1-2 既存1.5T 磁気共鳴断層撮影装置「MAGNETOM Aera」のマグネットを継続使用してアップグレー
ドを実施することも認める。

1-1-3 スキャン中の外部磁場変動に対して、本体にリアルタイムに対応し外部磁場変動を抑制する機
構(EIS機能)を有すること。もしくは静磁場安定のためキャンセラーコイルを施工すること。

1-1-4 患者毎に自動で作動する磁場均一度向上機能（シミング機能）を有すること。

1-1-5 検査室内の患者を監視できるように監視するカメラを設置し、操作室からモニタで確認できる
こと。

1-1-6 検査環境整備のため、ガントリ内を照らす照明とガントリ内への送風機能を有すること。

1-1-7 ガントリ長はカバーを含めて145cm以下であること。

1-1-8 マグネット中心部におけるガントリ内径（カバー、グラジエントコイルなどを含む）は、縦、
横方向ともに70cm以上であること。

1-1-9 液体ヘリウム消費量は0.00（ℓ/hour）であること。

1-1-10 ヘリウムの状態を24時間監視し、必要に応じて自動的にコンプレッサーをオンオフすることで
電力消費を抑える機能を有すること。

1-1-11 静磁場安定度は標準値で0.1ppm/時間以下であること。

1-1-12 生体情報同期システム（呼吸、心電、脈波）を有すること。

1.5T磁気共鳴断層撮影装置システム

マグネット/ガントリシステムは以下の要件を満たすこと。



1-1-13 スキャンルーム内の酸素濃度をモニタできるように酸素濃度計を有すること。

1-1-14 エマージェンシーコール機能を有すること。

1-1-15 被検者の生体波形（心電波形、脈波波形、呼吸波形）、患者名、接続されたコイルの種類等の
表示機能を有したガントリシステム前面の液晶モニタを有すること。

1-1-16 ガントリのタッチパネルを触れることにより指定された位置が自動的に撮像領域の中心に移動
する機能を有すること。

1-1-17 患者用オーディオシステムを有すること。操作室内のマイクを使用して行った患者への案内が
検査室内でスピーカー及びヘッドフォンから聞こえ、双方向で会話で可能であること。

1-1-18 静磁場の均一度は、VRMS測定法における40cm球状領域で1.0ppm以下であること。

1-2

1-2-1 最大傾斜磁場強度は、X/Y/Z3軸各々で45mT/m以上であること。

1-2-2 最大傾斜磁場強度使用時の最大スリューレイトは、3軸各々で200T/m/s以上であること。

1-2-3 最大傾斜磁場強度への立ち上がり時間は0.225msec以下であること。

1-3

1-3-1 患者寝台は手元の操作パネルで簡便に装置本体から取り外せる脱着式であること。なお、ト
ローリは不可とする。

1-3-2 患者テーブルの最大耐荷重は250kg以上であること。

1-3-3 患者テーブルの高さは床上56cm以下まで下げられること。

1-3-4 脱着寝台に、電動アシスト機能を有すること。

1-3-5 テーブルコントローラーは、ガントリー前面部両側2か所に有すること。

1-4

1-4-1 RFシステムの、送信RF発信装置はデジタル方式であること。

1-4-2 最大RF出力は25kW以上であること。

1-4-3 データ受信機構において、コイルで得られたアナログ信号が、検査室内でデジタル信号に変換
されること。

1-4-4 RFシステムキャビネットは水冷却方式であること

1-4-5 テーブル内蔵型コイルを有し、異なる複数のフェイズドアレイコイルを用いて、同時にデータ
収集可能なこと。

1-4-6 全身検査用のボディコイルを有すること。

1-4-7 最適なコイルチャンネルの選択・配置をシステムが自動的に行える機能を有すること。

1-4-8 頭頸部用の20チャンネル以上で構成されたフェーズドアレイコイルを有し、チルトが可能であ
ること。

1-4-9 頭頸部を除いた領域で、32チャンネル以上の脊椎検査用フェーズドアレイコイルを有するこ
と。

1-4-10 脊椎コイルに呼吸センサーを内蔵しており、その機構を用いた呼吸同期撮像が可能であるこ
と。

1-4-11 体幹部検査用に1枚で18チャンネル以上で構成された脊椎検査用コイルと組み合わせて使用可
能なフェーズドアレイコイルをケーブルの長さを変えて2式有すること。

1-4-12 体幹部検査用コイルに心拍センサーを内蔵しており、その機構を用いてECG電極なしで心臓の
同期撮像が可能であること。

1-4-13 18チャンネル以上で構成された乳房専用コイルを有すること。

1-4-14 16チャンネル以上で構成された手関節専用コイルを有すること。

1-4-15 継続利用可能な既存コイルで当センターから希望があったものは、継続利用できる状態にし、
保守契約の対象とすること。

1-4-16 コイルに付属する純正のクッションと共に吸引固定具を有すること。

傾斜磁場システムは以下の要件を同時使用で満たすこと。

患者テーブルは以下の要件を満たすこと。

RFシステムおよび各種RFコイルは以下の要件を満たすこと。



1-4-17 コイルを収納する棚､もしくはカートを1式有すること。

1-5

1-5-1 オペレーションシステム（OS）は、Windows方式であること。

1-5-2 モニタ、キーボード、マウスおよびデータ保存のためのドライブを有すること。

1-5-3 表示は英語・日本語のいずれにても可能であること。

1-5-4 装置コンソール上でボリュームレンダリング処理、異なる二つの画像のフュージョン画像を作
成する機能を有すること。

1-5-5 MIP・マウス連動リアルタイムMIP・最小値投影法（minIP）・マルチスライスカーブドMPR・表
面再構成法（SSD）処理が撮像と並行して操作コンソール上で可能であること。

1-5-6 回転MIP画像、自動MPR、自動CPRを作成する機能と、全脊椎検査等において2枚以上の画像を自
動でつなぎ合わせる機能をそれぞれ有すること。

1-5-7 メインコンピュータの操作機能としてオートボイス機能を有すること。

1-5-8 操作コンソールのモニターサイズは、対角24インチ以上のLCDであり、表示マトリクスは1920
×1200以上であること。

1-5-9 ホスト（メイン）コンピュータのプロセッサ（CPU）はIntel Xeon ≥ W-2133 (6 Core)もしく
は同等以上であること。

1-5-10 ホスト（メイン）コンピュータのクロック周波数は3.6GHz相当以上であること。

1-5-11 ホスト（メイン）コンピュータのメモリ容量は64GB以上であること。

1-5-12 ホストコンピュータのSSD容量は480GB以上であること。

1-5-13 画像再構成コンピュータのプロセッサ（CPU）は2 × Intel Xeon ≥ E5-2620v4 (8 Core)もし
くは同等以上であること。

1-5-14 画像再構成コンピュータのクロック周波数は2x2.1GHz以上であること。

1-5-15 画像再構成コンピュータのメモリ容量は96GB以上であること。

1-5-16 画像再構成コンピュータのSSD容量は480GB以上であること。

1-5-17 画像計算速度（1画像/256×256マトリクス）は、1秒間に40,404枚以上であること。

1-6

1-6-1 最大FOVはX軸500mm、Y軸500mm、Z軸450ｍｍ以上であること。

1-6-2 最小撮像視野は、5mm以下であること。

1-6-3 2D撮像における最小スライス厚は0.1mm以下であること。

1-6-4 3D撮像における最小スライス厚は0.05mm以下であること。

1-6-5 最短TEは、2D/3Dともに0.22ms以下であること(UTEは除く)。(256x256マトリックス)

1-6-6 最短TRは、2D/3Dともに1.0ms以下であること。(256x256マトリックス)

1-6-7 心電同期、脈波同期、呼吸同期を用いた撮像が可能であること。

1-6-8 心電同期精度を向上させるためのベクトル心電図（VCG）方式を有すること。

1-6-9 2D/3D TOF法、2D/3D PC法を有し、MRアンギオグラフィー検査が可能であること。

1-6-10 頭頸部のMRA撮像時、回転MIP画像を作成する機能を有すること。

1-6-11 頭部検査において3D高速スピンエコー法にTI の異なるIR パルスを2回印加し、脳脊髄液と白
質の信号が抑制されたT2強調画像を撮像できること。

1-6-12 シングルショットEPI法を用いた拡散強調撮像（ディフュージョン）の撮像が可能であるこ
と。

1-6-13 拡散強調撮像のスキャン後、自動的にADCマップ、Traceマップが作成されること。

操作コンソールおよび制御処理システムは以下の要件を満たすこと。

撮像及び画像処理ソフトウェアは以下の要件を満たすこと。



1-6-14 拡散強調撮像において、k-spaceのReadout方向を5つ以上のセグメントに分割し、それぞれの
セグメントに対してEPI法によるデータ充填を行うことで、歪みの影響を抑制した拡散強調画
像の撮像が可能であること。

1-6-15 患者の動き（回転、並進など）による画像劣化を抑制する体動補正が可能であり、T1、T2、プ
ロトン密度、DWI、およびFLAIRの各コントラストが得られること。

1-6-16 撮像時の傾斜磁場の振動を抑えたzero-TE等のultra-short TEおよび拡散強調画像をベースに
した静音シーケンスでの撮像が可能であること。

1-6-17 得られたマルチエコーデータから1画像を再構成する2D/3Dのマルチエコーシーケンス（MEDIC
法、MERGE法など）を有すること。

1-6-18 テーブルステッピング技術による、全脊椎検査および下肢血管検査が可能であり、複数ポジ
ションの画像を繋ぎあわせることが可能であること。

1-6-19 頭部検査において断面の自動位置決め機能・ガイダンスによるサポート等の撮像支援機能を有
すること。

1-6-20 脊椎の撮像において椎体の自動ナンバリングが可能で、椎間板に合わせた角度の位置決めを自
動で行う機能を有すること。

1-6-21 膝関節、肩関節の撮像支援機能を有し、自動プランニング機能を有すること。

1-6-22 位相画像を利用し、磁化率の影響を強調することで微少出血や静脈性血管腫、動脈の酸素欠乏
状態などの描出できる磁化率強調画像を有すること。

1-6-23 多軸ディフュージョン撮像において、最大250軸以上の設定にて撮像可能であること。

1-6-24 多軸ディフュージョン撮像によって得られたデータから、FA値等の各map作成ならびにトラク
トグラフィー解析が可能であること。

1-6-25 造影脳パーフュージョン撮影に対応しており、造影剤の信号変化曲線の作成機能を有するこ
と。

1-6-26 2Dおよび3Dシーケンスを用いた非造影の頭部パーフュージョンイメージングが可能であるこ
と。また、PCASL法での撮像が可能であること。

1-6-27 グラフィックユーザーインターフェースによるプロトンスペクトロスコピー機能(シングルボ
クセル・マルチボクセル)を有すること。

1-6-28 MRスペクトロスコピーの後処理において、各代謝物質をフィッティングし、各ピークの比率を
集計、表示、出力、保存できる機能を有すること。

1-6-29 局所選択励起による拡散強調撮像が可能であること。

1-6-30 4種類以上の脂肪抑制法が全身領域において使用可能であり、B1或いはB0の不均一に対して効
果的なSPAIR法及びDIXON法が使用可能であること。DIXON法については、高速SE法ならびにGRE
法のどちらにおいても使用可能であること。

1-6-31 SENSE法及びSMASH法をベースとしたパラレル撮像法を有すること。

1-6-32 脂肪抑制を併用した高速スピンエコー法による2D/3D MRCP撮像が可能であること。

1-6-33 3D MRCPを撮像後、回転MIP画像が作成される機能を有すること

1-6-34 造影検査時、造影剤到達を視覚的に確認し撮像タイミングをあわせることが可能であること。

1-6-35 腹部及び両側乳房のT1強調撮像において、時間・空間分解能の高い3Dでのダイナミック撮像が
可能であること。また、脂肪抑制及びパラレルイメージングの併用が可能であること。

1-6-36 3D高速グラジエントエコー法においてエコーシェアリング型k-space充填方法を併用し、高い
時間分解能の3Dダイナミック撮像が可能であること。

1-6-37 3D高速グラジエントエコー法においてラジアルサンプリング法を用いて体動・呼吸によるアー
チファクトを軽減した撮像が可能であること。

1-6-38 view Shareing技術を併用した3D撮像により、時間分解能の高い造影MRA撮像が可能であるこ
と。また、自動サブトラクションに画像を用いたMIP画像の4D表示が可能であること。

1-6-39 圧縮センシング法とGolden-Angle収集を融合させて、自由呼吸化での高時間分解の肝臓ダイナ
ミック撮像機能を有すること。

1-6-40 T1マップ、T2マップ・T2*マップ・R2マップ・R2*マップ が撮像後自動でカラーで算出される
機能を有すること。

1-6-41 高速スピンエコー撮像において、VAT法およびSEMAC法を有し、金属アーチファクトの影響を抑
制する技術を有すること。

1-6-42 心臓に関する検査（息止めシネ、心筋パフュージョン、遅延造影PSIR、コロナリー、ブラック
ブラッド、タギング）が可能であること。また、息止め不良の患者に対して、息止めシネ、心
筋パフュージョン、遅延造影PSIRの全てで呼吸アーチファクトを低減するための体動補正機能
を有すること。

1-6-43 圧縮センシング技術を用いた心筋シネ撮像が可能であり、息止めの回数を減少させることが可
能であること。

1-6-44 3D高速スピンエコー法にて、心電図同期を併用し、拡張期と収縮期の画像を差分することによ
り、下肢非造影MRAが可能であること。



1-6-45 3Dステディーステート型のグラディエントエコー法にて、ノンセレクティブIRパルスを併用し
た体幹部非造影MRAが可能であること。

1-6-46 非造影撮影において、撮像領域に対するSaturation Pulseと撮像スライス直下の血液信号に対
するSaturation Palseを併用し、血流のin flowを1スライス/1心拍でステディーステートシー
ケンスを用いて描出する非造影MRAが撮像可能であること。

1-6-47 多断面同時励起技術を用いた高速2DスピンエコーおよびシングルショットEPI・リードアウト
セグメントEPIが撮像可能であること。

1-6-48 圧縮センシング技術を用いたTime of flightおよび高速3Dスピンエコー,　3D高速グラジエン
トエコーが撮像可能であること。

1-6-49 元画像からノイズ低減した画像を再構成する機能、およびディープニューラルネットワークを
使用して高分解能化した画像を出力する機能もしくは先鋭度を向上させる機能を全身でコイル
の制限なく可能にする機能を有すること。

1-6-50 ディープニューラルネットワークを使用してパラレルイメージングの倍速を上げた撮像を全身
でコイルの制限なく可能にする機能を有すること。

2 付属周辺機器、関連物品

2-1 造影剤注入器

2-1-1 最新式の杏林堂社製MRI装置用インジェクターを1式有すること。

2-1-2 シリンジ製剤ごとに専用のワンタッチシリンジアダプターを有すること。

2-1-3 既存MRIインジェクターのバージョンアップを行うこと。

2-1-4 既存のMRI造影剤注入器と同様の消耗品を使用することが可能なこと。

2-1-5 RISから患者情報を取得し、注入結果をHIS(RIS)・PACSへ送信する機能を有すること。

2-1-6 RISから、体重や腎機能情報を取得し、体重の自動設定機能、腎機能のアラート機能を有すること。

2-1-7 RIS、PACS等に情報を返す際にシステムの改変が 必要になった場合、各社協議のもとシステム
の再構築を行い、それらにかかる費用は落札業者が負担すること。

2-2 スタープロダクト社製生体モニタ「7500FO」を1式有すること。

2-3 スタープロダクト社製ハンディ型磁性体探知機「PD240CH」を1式有すること。

2-4 MRI 関連備品

2-4-1 操作卓・椅子を1式有すること。

2-4-2 検査室および操作室にオーディオ機器を有すること。内容については当センター担当者と協議
の上決定すること。

2-4-3 画像データ保存用に外付けのCDドライブ及びDVDドライブを有すること。

2-4-4 MRI対応点滴スタンド(5本足)を2式有すること。

2-4-5 MRI対応採血台を2式有すること。

2-4-6 MRI対応車いすを1式有すること。

2-4-7 MRI対応歩行器、MRI対応踏み台をそれぞれ2式ずつ有すること。

2-4-8 検査室、処置室用にMRI対応椅子（木製）を4式有すること。

2-4-9 MRI対応モップを1式有すること。

2-4-10 MRI対応はさみとMRI対応ペアンをそれぞれ1式ずつ有すること。

2-4-11 検査室患者監視カメラおよびモニタをそれぞれ有すること。内容については当センター担当者
と協議の上決定すること。

2-4-12 空調、検査環境管理の為の温度・湿度計、酸素濃度計、除湿器をそれぞれ有すること。内容に
ついては発注者と協議の上決定すること。

2-4-13 操作室、前室、更衣室用に椅子、机、収納棚を必要数有すること。内容については当センター
担当者と協議の上決定すること。

2-4-14 体重計を1式有すること。



2-4-15 検査用ビークリーマーカーを必要数有すること。内容については発注者と協議の上決定するこ
と。

2-4-16 その他、必要な附属品は全て見込むこと。

3 ネットワークシステム

3-1 導入装置及び関連機器のネットワークについては、既存の接続はすべて踏襲し、ネットワーク
に接続するために必要なネットワーク機器の設定を行うこと。接続に関しては、関係各社と協
議し双方確認の上、支障なく接続を行うこと。

3-2 DICOM機能はDICOM Storage、StC (Storage Commitment)、Print、Query / Retrieve、MWM 
(Modality Worklist Management)、MPPS (Modality Performed Procedure Step)等、最新・最
上位バージョンのDICOM規格に準拠し対応すること。

3-3 当センター既存の病院情報システム（以下HIS）、放射線情報システム（以下RIS）と連携し、
DICOM MWM、DICOM MPPSにより患者基本情報や検査情報等、当センターが指定する情報の送受
信・登録等が自動的に行われること。

3-4 当センターが、既存のHIS、RIS、PACS、検像端末等のマスタ変更やシステム改変を必要と認め
た場合は、その入力、テスト等必要な作業をすべて行い、掛かる費用を負担すること。

3-5 機器構成図、ネットワーク図、ネットワークアドレス表、DICOM設定情報等についての資料を
書面と電子データで提出すること。

3-6 当センター担当者と協議し、導入PCにセキュリティ対策を行うこと。

4 その他

4-1 入札機器の中で「医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律」に基
づく製造承認が必要な医療機器やソフトウェアに関しては、入札時点でその承認を得ている物
品であること。4-2 設置にあたり必要な医療法等、その他関係法規に関する測定を行い、各種申請に必要な書類作
成の支援を実施すること。

4-3 関連法規に則した注意事項の掲示、管理標識等、関連法規に係る必要事項の設置を行うこと。

4-4 仕様書の表現を独自の判断で解釈することなく、必ず当センターに確認すること。疑義が生じ
たときには、当センターの指示を受けること。

4-5 本件調達物品はすべてにおいて、最新機種とすること。

4-6 検収後1年間は保証期間とし、通常の使用により故障した場合の無償修理に応じること。

4-7 契約から納品までの間に薬事一部変更等にて新たな機能等が追加された場合は、対象機能につ
いて当センター担当者と落札者の協議のもと、機能追加すること。

4-8 入札機器の性能等が技術的要件を満たしているか否かの判定は、当センターで承認された入札
機器にかかわる仕様書の内容をもとに審査する。


